
施設家族会アンケート 
会長用    ( 回答数	 45 ) 
  
1 家族会の年間回数 

 
 
2 家族会の内容 
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研修会	

楽しみ会	

研修旅行	

奉仕活動	

バザー	

本人との懇親会	

施設職員との懇親会	
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 その他の内容 

犬とのふれあい体験 

家族での施設内の草取り、奉仕作業 

総会 

総会、食事会、新成人を祝う会 

地域との交流会 

テーマを設けず自由な懇談 

話し合い 

春祭り(花見)、地蔵盆、新年会 

保護者会総会、臨時総会 

役員会、総会 

 
3 家族会役員会の年間回数 
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4 家族会会員と施設職員との連絡会は 

 
 
その回数は 
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5 施設側からトラブルや苦情について事前に家族会へ報告はあるか。 

 
 
 
「なんでも相談」制度で対応。職員、家族の担当者への申し出。投稿箱より第三者委

員を含めて検討する。 

 
6 家族から本人の問題について家族会へ相談があるか。 
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いろんなトラブルはあるが、本音は言いづらいことも 

 
7 家族会に本人の加入はあるか。 

 

 
8 本人の行事へ家族会として支援はあるか。 

 
 
本人行事への家族会としての支援は 
4000 円/一人、クリスマスとバースディプレゼント。他に旅行補助として毎年 120 万円 

お楽しみ旅行、秋祭り、クリスマス会 

各種行事への応援など 

金銭的支援 

行事への支援(材料代とか)お祭りの時の参加チケット代(ゲーム代、おやつ) 

行事への助成金、ボランティア 

クリスマス会、毎月誕生会のプレゼント 
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ふれあい祭りの手伝い。 

敬老会、クリスマス会、家族旅行、障害者スポーツ大会、納涼祭、ゆうあい文化祭 

研修会、旅行、バザーのお手伝い 

食事会等の支援 

葬式、就職、入院 

手伝い、環境整備、準備、片付け 

夏祭り 

バーベキューの手伝い、行事への金銭的援助 

バザー販売応援、各種催事への助成 

班活動、バス旅行、納涼大会、クリスマス会など 

フライングディスク開催場所への送迎 

ふれあい旅行の費用を一部援助 

本人の援助は行っている。 

旅行の一部支援、残留者へのお楽しみ会の支援 

旅行等のジュースの提供などの補助 

以前は、月 3,500 円で 50 人でしたので色々支援ができたが、今は会費 1,500 円。本人

への支援まではできていない。二つのＢ型事業と生活介護、グループホーム事業な

ので、それぞれからの入会で難しい。 

 

9 家族会に未加入があるか。 
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10 家族会としての問題点は 
住居が遠方の人が多く、出席率が悪い。 

親が仕事されているために、家族会に一回も参加されない親の人がおられることです。 

一回くらい参加してほしい。 

会員の入れ替わりがあること 

会員の数が増えない。役員の年齢が高い 

家族会会員の高齢化 

家族会の人が総会や催し物、行事に参加する人が少ない 

家族の高齢化、役員のなり手不足 

家族も高齢になっていて、バワー不足が感じられる。家族会への参加も決まった方々に 

なっていて、全員参加が難しい状態にある。 

家族会の役員選びが難しい。活動はイベントに協力することが主になっているので、い 

つも顔ぶれが同じ。また、イベントも縮小化している。 

活動を維持しようと思うと手間と努力が必要。会員間に活動参加への温度差があるの 

でその差を埋めつつ、仕事の軽減化の必要 

会費未納、役員不足 

行事への参加が少ない。会員が少ない。 

参加者が固定している。参加者が多くない。 

参加人数が少ない 

社会福祉法人、授産施設として入所事業の時は全員入会だったが、サービス事業が分 

散してより家族会活動が難しくなり解散した。しかし、福祉互助会に 25 人入会していた 

ため、こだまの会として現在 22 名の会として存立している。活動は親の高齢化のため、 

なかなか生活事業所へ出向いてこられる方が少ない。集まりやすい場所の設定も考え 

ているが、できていただけない。家の方にも封書でのやり取りが多くなっている。 

他の家族会に比べるとそう問題はないと思う。家族会会費は 99%入金あり 

素敵な会と思っている。 

なかなか集まらない 

人数が少ないので、問題になるようなことはない。 

話し合いの期間が少ないため、情報的なものが少ないかも。 

本人も高齢だが、家族会はそれ以上。これからどうなるのかと思うところ。 

本人が高齢の者も多く、まして家族、親も高齢なので、集まりに参加できないものが多い。 

保護者の方の参加が固定しており、皆、集まりにくい(仕事の関係?) 



保護者会や交流会への参加が少ない。特にな若い保護者の参加が少ない。 

保護者の参加人数、行事への関わり、関心がとても低い。 

保護者の積極的な参加意識がほしい。 

保護者も本人も高齢化、若い保護者が出てこない。役員の後継者がなかなかいない。 

本人の平均年齢が 46 歳ぐらいで、親の高齢になっているので、将来の生活計画を教え 

ること。 

未加入はないが、家族会への参加が少ない 

皆さんが高齢者になって、役員になってくれなくて困っている。 

利用契約時に保護者会への入会をしていただいているが、総会への出席が半分くらい 

で、他の機会での出席は役員と一部の保護者しか出席されない。各種、審議事項につ 

いては、書面にてアンケートを取ったりして解決している。 

 

11 その他、ご意見は 

利用者、家族ともに高齢になっているのが問題になってくる。 

通園施設なので、日頃の生活の息抜きとして語り合える場、少しでもパワ

ーが充電できる場、みんながこれから先の生活を豊かにするためが共通

の願い、想いなので、一人ではダメでも家族会の意見微力でも力になるこ

とをわかってほしい。 

家族の参加が少ない。大きい行事あれば参加してくれる。(運動会、夏祭

り、旭川壮やまびこ祭り) 

大世帯の家族会会員の親睦の維持推進が難しい。 

作業所にお世話になっているという保護者の考えが、個々に違うように思

う。(特に若い母親) 

家族会の存在は会員の仲間づくりの役目を担っている大切な会です。 

 

 

 
 
 
 
 
 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


